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 一昨日、弁当の日を兼ねながら 5 年生の校外学習を行いました。社会

科と関連付けて農産物の育て方や物流について学習しました。 

本校の保護者でもある親川慎吾さんのゴーヤーハウスを訪ねました。ハ

ウスにはゴーヤーがいっぱい実っており、説明を聞いて収穫体験を行いま

した。収穫できる実の大きさに注意しながら子ども達は丁寧にゴーヤーを摘

み出荷用のかごに入れていきました。また、交配体験も行いました。お花と

め花を区別し、花粉をめしべに受粉させていきました。この作業は、農家さ

んにとって欠かせない作業ですが、なかなか大変であることにも気付いた

ようです。 

収穫したゴーヤーは、一旦那覇の集荷場に集められ、そこからサンエー

やかねひで等に運ばれていくことも教えてもらいました。昨日から今日にか

けて、みなさんが収穫したゴーヤーが店頭に陳列されているとのことでした

ね。嬉しくなりませんか。 

作業が終わってから、冷たいスカイもたくさん頂きました。 

これまでも校外学習についてたくさん紹介してきましたが、今帰仁村は、

活きた学習ができるとても素晴らしい地域だと常々感じます。 

農業体験の後は、クバ御嶽のある山の登山をしました。山中は木陰で

暑さはしのがれますが、山道は険しく、岩がゴツゴツで山頂付近は急斜面

も多くありました。そんな中、登山をしていると、いつの間にか子ども達の助

け合いやお互いの励まし合いの声掛けに気づきました。「大丈夫、枝をつ

かんで」「ここ滑るからきをつけて」等、他にも沢山の声掛けがあり、登りな

がらとても嬉しくなりました。苦労した甲斐あって、山頂では今帰仁村のとて

もきれいな景色が見られ、与論島まで眺めることができました。また、下山の

時も声掛けだけでなく、友達の水筒を持ってあげる子もいましたね。心優し

い子ども達に感心しました。 

農業体験の機会を与えてくださった親川慎吾さん、いつもコーディネー

トをしてくださる上間哲朗さん、本当にありがとございました。今後も、地域

に足を運び、本物を体験しながら、学習と子ども同士の絆を深めていける

よう頑張っていきたいと改めて思いました。 

5 年生  

校外学習 




